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令和３年度 農業農村整備事業関係施策の概要 令和３年７月

農山漁村なりわい課

農村振興課

農村整備課

○汎用化水田の面積（20ａ以上）

うち大区画水田整備面積（50ａ以上）

○日本型直接支払制度取組面積

○農山漁村交流拡大に取り組んだ企業・団体数
(※農山漁村交流拡大プラットフォームに参画している企業・団体数)

将来の姿（目標指標）

農業・農村を取り巻く情勢・課題
○農業者の減少・高齢化

排水ポンプの分解整備援農ボランティア

農地の整備 暗渠排水の施工 高収益作物への転換

「次代に向けて 田 水 郷 をつなぐ みやぎの農業・農村」
た す き た か ら

令和3年度主要事業
（☆･･･Ｒ３新規事業）

基本項目Ⅰ 重点推進プロジェクト①

収益力向上に向けた基盤整備

農山漁村交流拡大プラットフォームにより，ビ

ジネスを展開したい農林漁業者や団体，さら

に県内外の企業や個人とのネットワークを構

築し，新たな関係人口を創出します。

基本項目Ⅱ 重点推進プロジェクト②

地域と関わりを持つ関係人口の創出

基本項目Ⅲ 重点推進プロジェクト③

農村の暮らしを守る防災・減災対策

農村地域の安全・安心な暮らしを守るため，

防災重点農業用ため池に係る防災対策を推

進するほか，田んぼダムに取組みます。

第３期みやぎ農業農村整備基本計画（Ｒ３～Ｒ１２）における施策の推進方向

基本項目Ⅰ 人口減少下で持続的に発展する農業の振興
（儲ける農業）

施策１ 先進技術等を活用した農業生産の効率化と高度化

① アグリテックの推進に向けた基盤整備

② 時代のニーズに対応した農業技術の確立と現地普及

施策２ 基盤整備と集積・集約化による農地利用の高度化

① 農業の成長産業化に向けた農業基盤整備

② 中山間地域等における農業生産の効率化と優良農地の確保

③ 担い手への農地集積・集約化の推進

④ 農業水利施設等のストックマネジメントの推進（農業用水の安定供給）

施策３ 先進的大規模拠点を核とした園芸産地の確立

① 大規模露地園芸の振興

基本項目Ⅱ 多様な主体が活躍できる農村の構築
（活力ある農村）

施策４ 関係人口と共に創る活力ある農村

① 農村を支える人材育成と体制整備

② 交流拡大による関係人口の創出

③ 農村におけるデジタルトランスフォーメーションの推進

施策５ 地域資源を活用した多様ななりわいの創出

① 地域資源の掘り起こしと磨き上げ

② 地域運営組織等による地域資源を活用したなりわいの創出

③ 「地消地産」による地域経済循環の構築

施策６ 環境と調和した持続可能な農業・農村づくり

① 農村の地域資源保全活動の推進による多面的機能の維持・発揮

② 土地改良区の体制強化

③ 野生鳥獣による農作物被害対策の強化とジビエ利活用の拡大

基本項目Ⅲ 自然災害に対応した農村地域の防災・減災対策の強化 （強靱な農業・農村）

施策７ 農業・農村の強靱化による地域防災力の強化

① 農村の防災機能の充実 ③ 農業水利施設等のストックマネジメントの推進（排水機能の維持・保全）

② 田んぼダム等農村地域の有する洪水調節機能の効果的な発揮 ④ 農村地域の生活環境の維持

・ 農地災害復旧費【農整】 3,956,918

・ 施設災害復旧費【農整】 7,671,301

・ 県営災害復旧費【農整】 2,190,637

・ 農業集落排水施設災害復旧費【なり】 29,252

◆令和元年東日本台風災害等からの生産基盤の早期復旧に取

り組みます。

令和３年度の営農再開予定面積 Ａ＝１２４ｈａ (東日本台風災)

『みやぎ食と農の県民条例』で掲げる４つの目標

■ 安全で安心な食料の安定供給

■ 農業の持続的発展

■ 多面的機能の発揮

■ 農村の総合的な振興

第３期みやぎ食と農の県民条例基本計画(R3～R12)

における主要目標

農業算出額：1,939億円(H30) ⇒ 2,288億円(R12)

農 地 面 積：126,300ha(R1)    ⇒ 119,500ha(R12)

「田」･･･先人が築き上げてきた優良な生産基盤 「水」･･･水循環を支え農業生産に欠かせない農業用水 「郷」･･･美しい農村環境やそこで受け継がれてきた伝統・文化

決壊した農業用ため池(白石市) 整備された農業用ため池

出典：農林水産省「生産農業所得統計」 出典：農林水産省「農林業センサス」

資料：農林水産省 平成29年度第３回過疎問題懇談会資料 資料：農林水産省「土地改良長期計画（中間とりまとめ案）」

○地震・豪雨対策に取り組む防災重点農業用ため池数

○田んぼダムを導入した面積

◆農地の大区画化のほか，高収益作物導入

に向けた水田の汎用化を推進します。

○頻発化・激甚化する自然災害○田園回帰に対する意識の高まり○全国トップクラスの大区画水田整備率

出典：農林水産省統計部「耕地及び作付面積統計」

田んぼダム対応排水桝・堰板

○地域の課題解決に取り組む活動組織の形成数

○機能保全対策に取り組む基幹的な用排水機場数

30a以上 全国順位 50a以上 全国順位

青森県 66.9% 15 5.4% 23

岩手県 52.8% 29 10.8% 9

宮城県 69.0% 12 30.0% 1

秋田県 68.3% 13 24.4% 3
山形県 77.3% 7 3.9% 32
福島県 72.9% 8 6.8% 18

東北６県における水田整備率（Ｒ元）

うち大区画整備率(%)水田整備率(％)

（単位：千円）

令和元年
（基準年）

令和７年
（中間年）

令和１２年

－ 9箇所 35箇所

令和元年
（基準年）

令和７年
（中間年）

令和１２年

－ 10箇所 34箇所

75,208 73,900 72,700

64.6 64.6 64.5
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日本型直接支払制度取組面積と

農振農用地カバー率 （%）（ｈａ）
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農地・農業用施設の被害額（全国）（億円）

東日本台風

平成30年7月豪雨外

九州北部豪雨

熊本地震

9,480 ※時間雨量８０ｍｍ以上の雨の頻度

直近３０年で約１．７倍に増加

（気象庁データ）

●基本項目毎に以下の「重点推進プロジェクト」を設定し，優先的かつ重点的に取り組みます。
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【農業産出額の推移（宮城県）】

米 園芸 畜産 その他 全国順位

1,9391,900
1,7411,767

1,641
1,824

（億円） （順位）

※東北６県中５位。
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【年齢別基幹的農業従事者数の推移(宮城県)】

（個人経営体）

７０歳～ ６５～６９歳 ６０～６４歳 ３０～５９歳 １５～２９歳

(人)

32,801

41,790

63% 72%
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＋９％
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都市住民の地方への移住の意向（全国）

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない その他
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汎用化水田及び大区画水田整備面積

汎用化水田面積 うち大区画 ほ場整備率 うち大区画率

（ｈａ） （％）

地域づくりワークショップ

令和元年
（基準年）

令和７年
（中間年）

令和１２年

－ 55団体 80団体

◆競争力のある農業の実現に向けて，担い手への農地の集積・

集約化や生産コストの削減を図る農地の大区画化等の基盤整

備を推進します。また，野菜等の高収益作物の導入による収益

性の向上を目指し，水田の汎用化を進めます。

◆農業農村整備事業を計画的に推進するため，事業管理計画

に基づき，事業計画の調査・策定に取り組みます。

・ 農地整備事業【農整】

・ 水利施設整備事業【農整】

・ 基幹水利施設管理事業【農整】

・ 農地耕作条件改善事業【なり】

・ 農業農村整備事業実施計画策定費【農村】

・ 水利施設等保全高度化事業実施計画策定費【農村】

令和３年度 農地整備実施地区数 ４３地区(Ａ＝２３４ha)

令和３年度 調査計画地区数 ３７地区（うち新規１３地区）

8,979,734

1,710,950

256,619

526,653

119,910

90,300

・ 多面的機能支払事業【なり】

・ 中山間地域等直接支払交付金事業【なり】

・ 中山間地域総合整備事業【なり】

・ 令和のむらづくり推進事業【なり】

☆ みやぎ農山漁村ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ推進事業【なり】

◆農業・農村が有する多面的機能の維持・発揮のための地域活

動や営農の継続等に対して支援を行います。

◆関係人口の創出を図るため，農山漁村交流拡大プラットフォー

ムを活用した農山漁村地域と事業者のマッチングなど，多様な

参画者による交流活動が行える体制づくりを支援します。

令和３年度 日本型直接支払取組予定面積 Ａ＝７４，９００ha

2,190,264

265,924

31,500

27,856

7,000

☆ 防災重点農業用ため池緊急整備事業【農整】

・ 農業用河川工作物等応急対策事業【農整】

・ 水利施設等保全高度化事業【農整】

・ 農業集落排水事業【なり】

・ 農村地域防災減災事業調査計画費【農村】

☆ 田んぼダム導入促進・効果検証モデル事業【農村】

◆防災・減災・国土強靱化のための５か年加速化対策として，早

急に対策が必要な防災重点ため池等について，安全性を確保

するための対策に取り組みます。

◆洪水被害を緩和する「田んぼダム」の取組を拡大するため，モ

デル地区の設定，効果の検証を行うとともに適地の選定につい

て検討します。

令和３年度 防災重点農業用ため池調査 ５３７箇所
（劣化状況評価 ： ４４７箇所）

（地震豪雨耐性評価 ： ９０箇所）

279,275

164,850

13,000

350,784

95,640

20,200

大区画化・汎用化された水田で高収益作物（玉ねぎ）を栽培

（青生・青生２期地区(美里町)）

○農業産出額の低迷

令和元年
（基準年）

令和７年
（中間年）

令和１２年

97組織 125組織 150組織

令和元年
（基準年）

令和７年
（中間年）

令和１２年

26ha 330ha 630ha


